
1

1

環境側面の特定と
著しい環境側面の決定

1. 環境側面の特定に関するISO14001の要求事項

2. 環境影響評価の代表的方法

3. 製品（成果品）・サービスの環境側面

4. 事故及び緊急時
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環境影響

有益か有害かを問わず、全体的に又は部分的に
組織の環境側面から生ずる、環境に対するあら
ゆる変化

ISO14001 3.7

用語の説明

環境側面

環境と相互に影響しうる組織の

活動又は製品又はサービスの要素

ISO14001 3.6
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エネルギー

材料・機材

大気へ
の放出 騒音 光の放射

廃棄物

成果品

排水 漏洩 生態系への影響

製
造
・
輸
送

使用

廃棄

地域環境への影響

地球環境への影響

地域環境への影響

成果品の開発・販売
現場工事・サービス

インプット

アウトプット

アウトプット

アウトプット

サービス

水

地球環境への影響

4

1. 環境側面の特定のISO14001要求事項

組織は、次のための手順を確立し、実施し、維持すること。

a)環境マネジメントシステムの定められた適用範囲の中で、活動、製品
及びサービスについて組織が管理できる環境側面及び組織が影響
を及ぼすことができる環境側面を特定する。その際には、計画された
若しくは新規の開発、又は新規の若しくは変更された活動、製品及び
サービスも考慮に入れる。

b)環境に著しい影響を与える又は与える可能性のある側面（すなわち著
しい環境側面）を決定する。

ISO14001 4.3.1

ISO14001 4.4.6ｃ）

組織が用いる物品及びサービスの特定された著しい環境側面に関する手
順を確立し、実施し、維持すること、並びに請負者を含めて、供給者に適用
可能な手順及び要求事項を伝達する 。

ISO14001 4.4.7
組織は、環境に影響を与える可能性のある潜在的な緊急事態及び事故
を特定するための、またそれらにどのようにして対応するかの手順を確
立し、実施し、維持すること。



3

5

直接的に管理できる環境側面のほかに、影響を及ぼすことができる環境側面
を考慮する。

組織の活動、製品、サービスに関係する側面の例。
a) 製品及び開発 b) 製品プロセス c) 包装及び輸送
d) 請負者及び供給者の環境パフォーマンス及び業務慣行
e) 廃棄物管理 f) 原材料及び天然資源の採取及び運搬
g)  製品の、流通、使用及び使用後の処理 h) 野生生物及び生物多様性

ISO14001 ANNEX A.3.1
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ISO14001 ANNEX A.3.1

次のインプット、アウトプットを考慮して環境側面の特定する。

現在及び関連する過去の活動

製品及びサービス

計画された若しくは新規の開発（及び変更）の活動、製品
及びサービス

組織の操業の状況を考える。

通常、非通常操業、停止及び立ち上げ

緊急事態

テキストによっては将来と表現してい
る場合もある
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ISO14004 4.3.1

環境側面の特定及びそれに伴う環境影響の評価

ステップ 1 活動、製品及びサービスを理解しグループ分け又は

カテゴリー分けをする

― 組織自身が著しさの基準を設定し評価する ―

● 環境基準
（影響の規模、深刻度及び継続時間、又は環境側面の種類、
規模及び頻度など）

● 適用可能な法的要求事項

● 内部及び外部利害関係者の関心事

ステップ 2 その活動、製品及びサービスの環境側面を特定する

ステップ 3 環境影響を理解する

ステップ 4 影響の重大さを評価し、著しい環境側面を決定する
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2.環境影響評価の代表的方法

（1）インプット・アウトプット分析

（2）プロセス分析

（3）インプット・アウトプット分析

とプロセス分析の併用

・・・エコアクション21

で使用

・・・ISO14001で

使用されている
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インプッと・アウトプット分析の例

三菱樹脂のホー
ムページ

2006年度
社会・環境
報告書より

10

インプット・アウトプット分析の手順

環境負荷の把握

環境影響のスコア付け

著しい環境側面の決定

インプット
エネルギー、物質（材料・部品のなど）、水

インプット
温室効果ガス、化学物資排出量・移動量
製品生産・販売量、廃棄物排出量、
廃棄物最終処分量、排水量・水質汚濁物質

・・・環境負荷チェック表

環境影響評価点
＝投入量又は排出量（P）X結果の重大性（S）

評価点が一定点数以上を著しい環境側面とする
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インプット・
アウトプッ
ト分析

例
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プロセス分析の手順

環境側面の抽出単位の決定

プロセスフローの作成

著しい環境側面の決定

組織単位、地理的場所、作業の流れ、製品グループに用いる
材料又はエネルギー、影響を受ける環境媒体（大気、水、土壌
など)など

・・・ 環境プロセス図

ブラックボックスによる
環境側面の特定

環境影響のスコア付け ・・・ 環境側面評価票

インプット アウトプット



7

13

環境側面の抽出単位
例

本社事務所

事務作業、建屋施設管理、駐車場・倉庫

設計業務、営業業務

工事

下水道工事、空調工事、電気工事・・・・・・

活 動

製品（成果品）

成果品

排水施設、空調施設、

消雪施設・・・・・・

購買

主要機材、工事設備・

下請け

溶接、配管、塗装・・・

サービス

技術的サポート

メンテナンス

委託サービス

運送

廃棄物処理、給油・・・

14

環境プロセス図
解体工事の例

仮設事務所

インプット

（環境側面）
プロセスor設備

電気の使用

紙の使用

灯油の使用

アウトプット

（環境側面）

紙ごみの廃棄

厨房・便所

エヤコン

解体工事

汚水の排出水の使用

電気の使用

(廃棄時)

フロンの排出

水の使用（散水）

重機の使用

軽油の使用

騒音の発生

振動の発生

粉じんの排出

リサイクル材の発生

アスベストの廃棄

トランスの廃棄物

家電製品の廃棄
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環境側面の評価（1）
事前準備

環境側面の評価

― 組織自身が著しさの基準を設定し評価する ―

① 環境基準
（影響の規模、深刻度及び継続時間、又は環境側面の種類、

規模及び頻度など）

② 適用可能な法的要求事項
（許可または規制などによる排出及び放出の制限など）

③ 内部及び外部利害関係者の関心事
（組織の価値、対外的イメージ、騒音、臭気又は景観上の劣化など）

ISO14004 4.3.1

● 環境実態（負荷）の把握

● 過去に受けた苦情や要望の調査

● 適用される環境法規制等の調査

環境側面に対する環境影響を理解する

16

適用される環境法規制等の順守項目をリストにする
例
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過去の環境上の苦情や、顧客からの要望を調べる

例

18

③
内
部
及
び
外
部
の

利
害
関
係
者
の
関
心
事

環境側面の評価（2） ②
適
用
可
能
な
法
規
制

要
求
事
項

①
環
境
基
準

ISO14001 4.3.2
a) 適用可能な法的要求事項及び

組織が同意するその他の環境
要求事項を特定し、参照する。

b) これらの要求事項を組織の環

境側面にどのように適用するか
を決定する。
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3.製品・サービスの環境側面
CO2排出量の例
製品の中で、事業活動からでるCO2排出量は約5％しかない。

殆どは、製品の使用段階、調達（材料・部品の製造）段階より発生している。

構成％

2008年2月現在インターネットで公開されている環境報告書より算出

20

いすゞ自動車の例

原材料の調達からリサイクル、廃棄に至る車の一生の環境
負荷を把握し、環境負荷の大きい所から、優先して低減します。

いすゞ自動車
２００６年度
環境報告書
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製品・サービスの環境側面の特定

パッケーシエヤコン

プロセス 考えられる有害な
環境側面／環境影響

影響を及ぼすことができる
有益な環境側面

梱包 木枠の使用（森林破壊）
積込 荷崩れの発生
運送 資源（軽油）の使用

排気ガスの発生

開梱 プラ梱包材の廃棄
（分別廃棄後焼却）

使用 電気の使用（CO2排出）

廃棄 有害物質の排出

広葉樹材の使用指定
荷崩れの起きない荷姿の指定
エコドライブの推進（要請）
エコ燃料の使用（要請）

エコ梱包（プラスチックを含まない梱包）

ヒートポンプのCOP（省エネ）

待機電力なしにする
センサーによる室内温度管理
フィルターの自動清掃

ノンフロン
Rhos指令対象物質を含まない設計

メーカー製造完了以降のプロセスについて検討

（例えば）
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製品・サービスの環境側面の特定

溶接作業

プロセス 考えられる有害な
環境側面／環境影響

影響を及ぼすことができる
有益な環境側面

出勤・運搬 駐車苦情の可能性
軽油の使用
排気ガスの発生

切断・溶接 騒音の発生
ガスの使用
火災発生の可能性
端材の発生
廃棄物の処理

駐車場使用上の注意
省エネ車の使用（奨励）

周辺住民への配慮（要請）
ガス使用の注意
緊急時対応訓練
廃棄物の適正処理（要請）

下請けへの委託作業

（例えば）
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製品・サービスの環境側面の評価

環境影響のスコア付け（例）
A 環境影響の改善効果 × B 顧客の潜在・顕在のニーズ

×C 投資費用や価格などの経済性

大きな効果がある：3点
効果がある：2点
僅かに効果がある：1点

多数の顧客の満足度向上に貢献する、
或いは商品のセールスポイントとなる：3点

一部の顧客の満足度向上に貢献する：2点
満足度向上には貢献しない：1点

投資回収年2年以内又は購入コストが下がる：3点
投資回収年4年以上又は購入価格が変わらない：2点
投資回収年8年以上又は購入価格が上がる：1点

A 環境影響の改善効果

B 顧客の潜在・顕在
のニーズ

C 投資効果や価格
などの経済性

総合評価点、12点以上を著しい環境側面と決定する。
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4. 事故及び緊急時
ISO14001 「4.4.7 緊急事態への準備及び対応」の全体の流れ

「発生頻度が少なくても、事業活動の持続性に関わるような
重大な問題を特定する」ことが必要。
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事故及び緊急時の評価
事故及び緊急時のスコア付け（例）

リスク評価点 ＝ 発生の可能性（A＋B＋C） × 重大さ（C+D+E）

◆業務中の緊急時
A) 事故が起きる可能性のある作業１回の時間

（10分以内：０、30分以内：１、90分以内：２、90分以上：３）
B) 事故が起きる可能性のある作業の頻度

（月１回未満：０、月１回以上：１、週１回：２、週数回以上：３）
A)とB)は、特に○○の時ということでない場合、両方を２とする。

C) 事故が起きないように管理することの難しさ（１～４）

◆地震の発生 「全国地震動予測地図」
・確率が高い地域 15（点）
・その他の地域 10（点）

◆集中豪雨の発生
・日本国内 15（点）

D) 事故原因物質の最大貯蔵量(kg又はL、但し毒物は1000倍する)
（10未満：０、10以上：１、100以上：２、200以上：３、1000以上：４）

E) 原因物質の環境破壊力(毒性・爆発力など)（１～４）
F) 事故対応策の準備

（強固：０、充分とは言えない：１、なにもないに近い：２）

発生の
可能性

重大さ

総合評価点、40点以上を著しい環境側面と決定する。
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関連帳票として、下記フォームを添付します。
「環境側面の抽出単位」を決定し、該当活動又は製
品・サービスの環境側面を抽出しましょう。

環境プロセス図

環境側面評価表（通常・非通常）

2008年3月

西村経営支援事務所 作成


